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mini alarm clock radio

Xa-4604
取扱説明書

このたびは本製品をお買い上げいただき、ありがとうございます。
ご使用の前に本取扱説明書を最後までよくお読みの上、正しくお使いください。

お読みになったあとは、大切に保管してください。

同梱品以外の電源コードは使用しないでください。
火災・感電の原因になることがあります。また、本製品の電源
コードを他の機器に使用することもおやめください。

移動させるときは、電源プラグやアンテナ線、接続し
たコードを外してください。
コードが破損して火災・感電の原因になることがあります。また、
接続機器が落下したり転倒したりして、けがの原因になることが
あります。

電源プラグを抜くときは、電源コードを引っ張らない
でください。
コードが破損して火災・感電の原因になることがあります。必
ずプラグを持って抜いてください。

お手入れをするとき、長期間使用しないときは、コン
セントから電源プラグを抜いてください。
安全のため、電源を切り、コンセントから電源プラグを抜いて
ください。

機器に接続するときは、機器の音量設定を最小にして
ください。
始めから音量を上げすぎると、突然大きな音が出て耳を傷める
ことがあります。音量は少しずつ上げてご使用ください。

本製品を不安定な場所に置かないでください。
ぐらついた台の上や傾いた場所、振動する場所に置かないでくださ
い。落下したり転倒したりして、けがの原因になることがあります。

高温、多湿、ほこりの多い場所に置かないでください。
窓際や車中など直射日光のあたる場所、ストーブのような暖房
器具の近くなど高温になる場所、調理台や加湿器の近くなど油
煙や湿気のあたる場所、またほこりの多い場所に放置すると火
災・感電の原因になることがあります。

音が歪んだ状態で長時間使用しないでください。
スピーカーが発熱し、火災の原因になることがあります。

音量を上げすぎないようにしてください。
大きな音量で長時間続けて使用すると、聴力に悪影響を与える
ことがあります。

本製品は安全に配慮して製造されていますが、誤った使い方をすると、死亡、重傷、傷害などの人身事故、また物的損害を引き起こす
原因となり大変危険です。ご使用の前には「安全上のご注意」を必ずお読みになり、記載事項を守って安全に正しくご使用ください。

使用している表示と絵記号

警告表示、注意表示の意味は次の通りです。

この表示の項目を守らないと、死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を表示しています。警 告
この表示の項目を守らないと、人が傷害を負う可能性または物的損害が発生する可能性が想定さ
れる内容を表示しています。注 意

絵記号の意味は次の通りです。

この絵記号は禁止行為の説明を表示しています。

■故障したら使用しないでください。
本製品が正しく動作せず、「こんなときには」の内容をお読みになり対処しても問題が解消されない場合は、ただちにお客
様相談室にご連絡ください。

■万一、異常が発生したときは・・・
本製品が異常に発熱したり、異臭、異音、煙が発生したときは、ただちに使用を中止してください。その後はご使用になら
ず、お客様相談室にご連絡ください。

この絵記号は必ず実行していただきたい行為の説明を表示しています。

安全上のご注意

警 告
本製品を絶対に分解したり、修理・改造したりしない
でください。
火災、感電、やけど、故障の原因になります。また、故障時の保証
対象外となります。

本製品の近くに水などの入った容器を置かないでく
ださい。
花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品など液体の入った容器を
置かないでください。こぼれたり、内部に液体が入ると、火災・
感電の原因になります。

本製品を落としたり、強い衝撃を加えたりしないでく
ださい。
衝撃を加えてしまった場合は、すぐに電源を切り、コンセント
から電源プラグを抜いてください。そのまま継続して使用する
と、火災、感電、故障の原因になります。

本製品から煙が出たり、異臭、異音などの異常を感じ
たりしたら、すぐに使用を中止してください。
そのまま継続して使用すると、火災・感電の原因になります。すぐ
に電源を切り、コンセントから電源プラグを抜いてください。

本製品の放熱をさまたげない場所に設置してください。
他の機器、壁等から間隔をとって設置してください。ラックな
どに入れる場合はすき間を空け、通風孔をふさがないでくださ
い。内部に熱がこもり、火災の原因になります。

電源コードを傷つけないでください。
電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に曲げたり、ねじっ
たり、引っ張ったり、加熱したりしないでください。電源コード
や電源プラグが傷んだ状態（芯線の露出、断線、変形など）で使
用すると、火災・感電の原因になります。

本製品を濡らしたり、水蒸気や水がかかるような場所
で使用しないでください。
火災、感電、故障の原因になります。浴室やシャワー室では使用
しないでください。雨天、降雪中、海岸、水辺での使用は特にご
注意ください。

本製品の内部に異物を入れないでください。
水などの液体や金属片などの異物を入れると、火災、感電、故障の
原因になります。液体や異物が内部に入ってしまった場合は、すぐ
に電源を切り、コンセントから電源プラグを抜いてください。

電源プラグはコンセントに根元まで確実に差し込ん
でください。
差し込みが不完全だと、発熱したりほこりが付着して火災の
原因になります。電源プラグを根元まで差し込んでもゆるみ
があるコンセントは使用しないでください。

濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。
感電・故障の原因になります。

乾電池が液漏れしたときは、素手で触らないでください。
液が目に入ると失明の原因になることがあります。液が目に
入ったときは、すぐにきれいな水で十分に洗い流し、ただちに
医師の診察を受けてください。
液がからだや衣服についたときも皮膚の炎症やけがの原因に
なることがあります。異常が現れたときはただちに医師の診察
を受けてください。

雷が鳴り出したら、本体やアンテナ線、ケーブル類に
触れないでください。
感電の原因になります。

表示された電源・電圧（交流100ボルト）以外で使用
しないでください。
表示された電源・電圧以外で使用すると、火災・感電の原因に
なります。本製品を使用できるのは日本国内のみです。

電源プラグの清掃を定期的に行ってください。
電源プラグにほこりなどがたまっていると、火災の原因になり
ます。電源プラグを抜いて、乾いた布でほこりを取り除いてくだ
さい。

電源プラグは抜きやすい位置にあるコンセントに差し
込んでください。
万一の場合に備えて、電源プラグはよく見えて容易に引き抜け
る位置にあるコンセントに接続してください。

電源コードの上に重い物を載せたり、本製品の下敷き
にしたりしないでください。
コードが破損して火災・感電の原因になることがあります。

注 意

各部の名称

[本体上部]

[本体背面]

[本体正面]

Dockコネクタ
iPod/iPhoneポジション調整ノブ
SET ALARMボタン
プリセット1ボタン
戻るボタン（　 ） （選局／スキップ／サーチ）
再生／一時停止ボタン（　 ）
プリセット2ボタン
電源ボタン（　 ）
進むボタン（　 ） （選局／スキップ／サーチ）
プリセット3ボタン
SNOOZEボタン
SOURCEボタン
ボリューム/時刻コントロールダイヤル

SLEEPボタン
SET TIMEボタン
左サイドスピーカー
ディスプレイ
電池格納部（本体底面）
ALARM On/Offボタン
右サイドスピーカー
DIMMERボタン
LINE INジャック
DC INジャック
FMアンテナポート
24/12時間表示切替ボタン

注 意

1. ACアダプターのDCプラグを本体背面のDC INジャックに挿入します。

2. ACアダプターの電源プラグをコンセントに接続します。
本機に付属のACアダプター以外は使用しないでください。

補足：乾電池は本機がAC電源に接続されていないときや電源の故障が発生したときに、時計やラジオのプリ
セット設定をバックアップするために使用されます。
・ 乾電池がセットされていないとき、また乾電池の交換が必要になったときにはディスプレイの電池表示が点
滅します。

・ 本製品には乾電池は同梱されていません。ご使用になる前に単4形乾電池を2本ご用意ください。 

本機に乾電池を取り付ける
乾電池を取り付けるときは、以下の手順に従ってください。

1. 本体底面の電池カバーのタブを押しながら持ち上げて開きます。

電池格納部に示されている＋と－のマークに乾電池の向きを合わせて
ください。
持続時間の長いアルカリ乾電池のご使用をおすすめします。

3. 電池カバーを元に戻します。

2. 単4形乾電池2本を図1のように電池格納部に取り付けます。

図１
本体左側

iPod/iPhoneを接続する

本機がACアダプターで電源に接続されているとき、iPod/iPhoneは充電されます。本機でのiPod/iPhoneの
使用については、「本機でiPod/iPhoneを使用する」を参照してください。

2. iPod/iPhoneをDockコネクタに挿入します。
iPod/iPhoneのコネクターが本機のコネクターにかみ合うまでそっと押し込みます。

1. iPod/iPhoneポジション調整ノブを使用してiPod/iPhoneの位置を調整します。
反時計回りに回すと上がり、時計回りに回すと下がります。

補足： iPodモード状態のiPod/iPhoneを本機に接続すると、iPodは一時停止モードになり、一時停止アイコン
がディスプレイに表示されます。
・ 充電：本機のACアダプターがコンセントに接続されているとき、iPod/iPhoneをDockコネクタに挿入する
と、本機の電源のOn/Offにかかわらず、iPod/iPhoneの充電が開始されます。

・ iPod/iPhoneを取り外すときは、ゆっくりとコネクターから取り外してください。
･ iPhoneを使用中に電話がかかってきたときは、再生が一時停止し、通話が終了すると再生が再開します。

● iPod/iPhoneを接続した状態で、電源ボタン（ 　）を押して電源を入れます。SOURCEボタンを数回押して、
iPodモードを選択します。iPodモードが選択されると、ディスプレイに「iPod」と表示されます。

● iPod/iPhoneは、プレーヤーの操作部、本機の操作部のどちらを使用しても操作することができます。
iPod/iPhoneの操作部を使用するときはiPod/iPhoneに付属の取扱説明書に従ってください。

● iPod/iPhoneの再生／一時停止：iPodの再生を開始するときは、再生／一時停止ボタン(　 )を押します。
もう一度押すと再生が一時停止します。さらにもう一度押すと再生が再開します。

● 音量を調節するとき：ボリューム/時刻コントロールダイヤルを時計回りに回すと音量は上がり、反時計回り
に回すと下がります。

本機でiPod/iPhoneを使用する

ACアダプターを接続する

乾電池を乳幼児の手の届く場所に置かないでください。
誤って飲み込む恐れがあります。万一、お子様が飲み込んだ場
合は、ただちに医師に相談してください。

梱包袋は安全な場所に保管してください。
製品を梱包していた袋は、お子様の手の届かない安全な場所に
保管してください。窒息などの事故の原因になります。

ブラウン管を使用したディスプレイから離して設置
してください。
スピーカーの磁気により色むらが発生することがあります。

乾電池を加熱・分解したり、火や水の中に投下しない
でください。
破裂や液漏れにより、火災・けがの原因になります。また、周囲
を汚損する原因になります。

古い乾電池と新しい乾電池、また種類の異なる乾電池
を混在させて使用しないでください。
破裂や液漏れにより、火災・けがの原因になります。また、周囲
を汚損する原因になります。

乾電池の＋（プラス）と－（マイナス）をショートさせ
ないでください。
コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯・保管す
ると、発熱、破裂、液漏れにより、火災・けがの原因になります。
また、周囲を汚損する原因になります。

FMアンテナは本製品や他のAV機器から離し
て設置してください。
雑音の原因になることがあります。

乾電池の＋（プラス）と－（マイナス）の向きを正しく
セットしてください。
正しくセットしないと、発熱、火災、感電の原因になることがあ
ります。

下降上昇

● 戻るボタン（ 　 ）または進むボタン（　  ）を押すと、現在のトラック、前のトラックまたは次のトラックの始めへ
スキップします。

前後の曲を聞く（スキップ）
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